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保護者のみなさまへ 

大阪府立西浦支援学校 

校 長  東 野 裕 治 

 

平成 27年度 学校教育自己診断アンケートについて（報告） 

 

【はじめに】 

 学校教育自己診断にご協力いただきましてありがとうございました。 

 今後、お寄せいただいたご意見を本校の課題として受け止め、個々の内容について関係学部・分掌等

で検討させていただき、課題解決に向けて、全教職員で取り組んで参ります。 

 

【回収率について】 

 保護者からの回収率は 71％でした。初年度ということもあり、各項目に対して判断する情報が少なく

答えにくかったというご意見も頂いておりますので、検討させていただきます。来年度も実施いたしま

すので、ご協力のほどお願いします。 

 

【調査項目について】 

肯定的なご意見が 70％以上だったものが 44項目中

18 項目、否定的なご意見が 30％を越えたものが 1 項

目と、質問項目に対して肯定的なご意見が多くありま

した。中でも授業参観に関する項目、保護者への連絡

帳や配布プリントに関する項目、個別の指導計画、個

別の教育支援計画に関する項目は肯定的な意見が全

て 80％を越えておりました。開かれた学校づくりに一

層取り組んでまいります。 

一方、「1-18 学校は、環境、国際理解、福祉ボラン

ティア等について子どもの発達段階や実態に即して

学ばせている。」、「3-5学校での災害への備えは十分で

ある。」、「1-15児童会・生徒会活動は活発である。」な

ど、分からないというご意見が 30％を越えたものが 

15項目ありました。 

また、否定的なご意見が 30％を越えた「2-19 学校の

ホームページをよく見る。」が象徴するように、学校

開校年度という事で学校での細かな授業の内容や取

り組みに関する事への説明不足や、学校運営、学校の

施設・設備に関することなど周知不足が原因と考えて

おります。来年度以降、校内の活動をお知らせしたり、

ホームページを活用し本校の教育内容を外部へ発信

し保護者の皆様に学校の取り組みや教育活動の様子をご理解いただけるように改善を進めてまいりたい

と考えております。 

 

【記述回答について】 

 ※重複する内容や個別的な内容のものに関しては掲載しておりません。 

・感謝の毎日です。 

〈家庭訪問や懇談について〉 

・個別の指導計画について目標や課題などもっと細かく話がしたい。 

・3学期制にして夏休み前に懇談をしてほしい。 

・3者懇談をしてほしい。 

・夏休みの過ごし方を一緒に考えてほしい。 

・学期に一回クラスや学年で懇談や保護者会をしてほしい。 

・保護者からの要望に対しきちんと対応してほしい。 

＠学校として懇談日を設けておりますが、悩んでいる事や相談など個別に懇談をすることも可能です。

また、懇談に児童生徒が参加することも可能です。授業の調整なども必要ですので、必ず事前に申

し出ていただき、担任とご相談ください。また、学年、クラス懇談についても検討させていただき

ます。 

〈情報発信について〉 

・ホームページを充実させてほしい。 

・防災訓練の様子が分からないので参観などで見てみたい。 

・子どもの授業や休み時間の様子をもっと知りたい。 

・行事などのお知らせを早くほしい。 

・アンケートの結果だけでなく、それによって改善した点などのおしらせがほしい。 

・地域の方、地域の学校と交流をしてほしい。 

＠初年度ということもあり配付が遅れたものがありご迷惑をおかけしました。「学校の取り組みの様子

が分からない」、「児童生徒の学校での様子が分からない」といったご意見がありました。保護者の方々

にこれらの情報も含めて学校の様子が伝えられるようにホームページを充実したものにしていきた

いと考えております。また、各種お便りなどでも様子を伝えていけるようにしていきたいと考えてお

ります。 

〈進路説明会などについて〉 

・進路説明会で職業コースだけでなくその他の子どもの説明にもしっかりと力を入れてほしい。 

・個別の進路相談をしてほしい。 



・進路に関する情報をもっと知らせてほしい。 

＠進路説明会などを行っておりますが、より多くの情報を発信できるようにしていきたいと思います。

細かな部分は担任を通じて相談していただければと思います。職業コースは入学してからの選択と

いう事もあり、進路説明会とは別に職業コースの内容のみの説明会を開いております。 

〈その他〉 

・職業コースだけでなく他の生徒にも喫茶室を使わせてほしい。 

＠喫茶室は職業コースだけの施設ではありません。初年度という事で職業コース以外の利用が少ないの

が現状ですが、今後喫茶室の活用が進む中で様々な児童生徒が利用できるようにしていきたいと思

います。 

・性教育を充実させてほしい。 

＠小学部においては学校生活全般の中で学齢期に合わせて、中学部や高等部ではそれに加えて保健体育

の授業などで取り組んでおります。また、外部講師を招いての教員向けの研修や生徒向けの授業な

どをしております。今後もより充実させていきたいと考えております。 

・スポーツに力を入れてほしい。 

＠各学部の体育での活動や外部のスポーツ団体のお知らせをお配りするなどさせていただいておりま

す。また今後は運動系の課外クラブの開設も予定しております。 

・事務室や守衛さんの対応を丁寧にしてほしい。 

＠従来より同様のご意見を聞いておりお話をさせていただいておりますが、より一層丁寧な対応に努め

てまいりたいと思います。 

・トラブルが起きたときの学校の対応を丁寧にしてほしい。 

＠教員間での情報を共有し丁寧な対応ができるようにしていきたいと思います。 

・子どもたちの教育に先生方が安心して取り組める環境、人員、資金をもう少し府や国が支援してほし

い。 

＠PTAからも要望をあげていただいておりますが、学校としましてもより一層の充実のため府に要求を

伝えていきたいと思います。 

・子どもたち一人ひとりに寄り添った教育をしてほしい。 

＠児童生徒の気持ちに寄り添い個別の課題に応じた対応ができるように、研修などを通して努力してい

きたいと思います。 

・図書を充実させてほしい。 

＠図書の計画的な購入も今後の課題ではありますが、少しでも蔵書を増やすために寄附を募っておりま

す。ご協力お願いします。 

・体力増進のため、地域に知ってもらうため、買い物の学習のためなど学校外での学習を増やしてほし

い。 

＠初年度という事で教員ともども地域を知る所から少しずつ校外での学習を進めております。今後、活

動の様子などを学年便り等でお知らせしていきたいと思います。 

・夏場の水分補給など健康管理に気をつけてほしい。 

＠本校では経口補水液などを準備し対策をとっておりますが、今後も養護教諭と協力して啓発を続けて

いきたいと思います。 

・教員と保護者での共通認識を他の教員もしっかりと共有してほしい。 

＠学年毎の会議などで共有できるようにし、また対応に差がないようにしていきたいと思います。 

・自主通学しにくい。 

＠校区が広く、取り組みやすい地域と取り組みにくい地域があると思います。自主通学を希望する生徒

に関しては保護者との相談・協力と共にスモールステップで取り組んでいただければと思います。 

・クラブをしてほしい。 

＠現在開設に向けて検討中です。来年度 5月には説明とともに希望調査をお配りできるように進めてお

ります。 

・小中高の教員の連携を密にしてほしい。 

＠学校として学部を問わず全ての児童生徒に関わっていけるよう情報共有を進めてまいります。 

 

【学校協議会でのご意見】 

・報告でもあったように個別の教育支援計画、個別の指導計画に関する部分では保護者、教員ともに高

い評価であるものの、細かい授業内容や新しい取り組みに関すること、児童生徒の学校での様子など

の情報の発信が課題である。西浦支援学校として新しい取り組みをどのように保護者にお伝えするの

か、伝達の方法や伝達する情報の選別を進めこれらの課題を解決できるよう取り組んでほしい。 

 

 


